
 

 

 

 

 

 

２０２２年１１月１４日 

 

～持続的・安定的な電力確保を継続支援～ 

冬 季 の 節 電 対 応 に つ い て 
 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：舩曵 真一郎）は 

１２月１日から冬季の節電対応を開始します。 

夏季の節電対応※と同様、政府の冬季節電要請なども踏まえ、残業時間の削減やカジュアルウェア 

（ウォームビズ）の活用等「スマートワーク」を深化し、社員一人ひとりが消費電力削減に取り組みます。 
 

※電力需給のひっ迫回避に向けた取組について(２０２２年６月７日ニュースリリース) 

 

１．概要 

（１）時期：１２月１日（木）～３月３１日（金） 

（２）詳細：①共用部の一部消灯 

②エレベーターの一部停止、上下２～３フロアの階段利用 

③１９時前退社の徹底 

④適切な暖房温度に設定し、カジュアルウェア（ウォームビズ）を活用 

⑤電力ひっ迫警報・注意報発令時には追加対策を実施（下記３．参照） 

 

２．背景 

政府は１１月１日、冬季の電力需給ひっ迫の見通しを受けた節電要請を発表しました。 

今冬の電力需給は、全国的に瞬間的な需要変動に対応するために必要とされる予備率３％を確保してい

るものの、大規模な発電所のトラブルや国際的な燃料価格の高騰等、燃料を取り巻く情勢は予断を許さ

ない状況です。 

 

３．電力ひっ迫警報・注意報発令時の対応 

・注意報発令時：エレベーターの停止範囲を拡大、共用部の消灯範囲を拡大。 

・警報発令時 ：共用部の消灯範囲を拡大、着席エリアの絞り込みによる執務室の一部を消灯。 

出社割合の削減、および早帰りの徹底（１７時退社の励行）。 

 

以 上 

https://www.ms-ins.com/news/fy2022/pdf/0607_1.pdf

